
 

 

 

 

    
 

 

ほぼ新しいメンバーで始まった相談支援部も１年が終わろうと

しています。高知ろう学校のセンター的役割として、教育実践交流

や教育相談、地域支援等では多くの方にお世話になり、ありがとう

ございました。 

本年度は、１１月から高知県立療育福祉センター通園事業部難聴児通所を利用し

ている幼児と、高知ろう学校の在籍幼児や教育相談学級の幼児と交流学習を９回設

定し、交流しました。高知ろう学校の聞こえに配慮した環境の中、少人数で話し合

い活動等を行うことで、自分の考えや思いを先生や友達に伝える充実感を味わって

もらうことができたようです。「また、来たい。」と続けて通い始めた子どもさんが

増え、幼稚部から元気な子どもの声がよく聞こえてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴力測定、相談のご案内 

・３月３０日（月）３１日（火）に行います。 

２５日までに、相談支援部（安藤、濱田）へ電話等で時間をお問い合わせください。 

 

  春休み中に、補聴器のイヤモールドの欠損等はないか、チューブが固くなっていな

いか、フックの緩みはないか、マイクカバーの交換（３か月に一度くらいの頻度で）、

補聴器カバーの洗濯や交換、乾燥剤の確認等のお手入れをしましょう。 

支支援援セセンンタターーだだよよりり  
〒〒７７８８００－－００９９７７２２  高高知知市市中中万万々々7788 番番地地    高高知知県県立立高高知知ろろうう学学校校  相相談談支支援援部部      

電電話話００８８８８‐‐８８２２３３‐‐１１６６４４００    ＦＦａａｘｘ００８８８８‐‐８８２２３３‐‐１１７７５５２２  
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スマホで音楽は １日１時間以内に 

ＷＨＯ 聴力保護で 

 【ベオグラード共同】世界保健機関（ＷＨＯ）は２月２７日、スマートフォンやオ

ーディオ機器で音楽などを鑑賞する場合は、聴力を守るため「１日１時間以内」に

控えるべきだとの指針を発表した。 

 ＷＨＯは、音楽などを大音量で長時間聴く習慣のため難聴になる恐れがある若者

（１２～３５歳）は世界で約１１億人に上ると指摘。「若者らは聴力をいったん失

えば二度と回復しないことを肝に銘じる必要がある」と警告している。 

高知新聞の記事より  

春休み中に聞こえのチェックをしませんか？ 

静かな環境で、聴きやすい声や聴きたい音を聞くようにし、

耳をいたわりましょう。 


